西多摩地域における自殺防止対策
～自死遺族支援「わかちあいの会」について～
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１　はじめに

平成10年以降、全国の年間自殺者数は11年連続して3万人を超えている。都内においても毎年2500人以上が自殺しているという深刻な状況が続く中、西多摩保健所では、平成15年度から自殺予防対策を開始した。その中で、自殺は語ることの出来ない死であり、支援する側も苦しんでいること、遺族はそれ以上の苦しみを抱えていることがわかってきた。そのため平成19年度から、自死遺族が安心して自らの思いを語ることができる場を提供することを目的に、自死遺族の語らいの場として「わかちあいの会」を立ち上げた。今回は「わかちあいの会」の内容を報告し運営の中で明らかとなったことと今後の課題を述べる。

２　「わかちあいの会」での取り組み
対象者：自死で家族を亡くした方

実施方法：グループミーティング

開始時期：平成19年9月

開催日時：2ヶ月に1回　10時～12時　20年3月までは金曜　20年4月からは土曜開催
開催場所：20年3月まで西多摩保健所　20年5月から立川市女性総合センターアイム

会の運営：保健所職員6名(受付・外回り2名、グループ参加2名、全体統括2名）。ＮＰＯ法人自殺対策支援センターライフリンク職員2名がファシリテーターを担当
周知方法：ホームページ、チラシ、リーフレット
開催状況(表1)：19年9月から2ヶ月に1回開催し、平均4.5名の参加があった。
表1：開催状況と参加数
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[image: image2]
会の流れ：会の流れは上記のとおりである。スタッフは会の進行中、常に参加者の気持ちを丁寧に扱う時間であることを意識している。また会の終了後はスタッフ側の精神面に配慮し、お互いに気持ちを切り替えられるような声かけをしている。
参加者の年代(図1)：20代から70代と幅広い年代からの参加者がある。30代と50代の参加者が若干多い構成になっている。
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図１：参加者の年代

男女比：19年度の男性参加者は1名(11％)、20年度の男性参加者は5名(28％)で、いずれも全体の3割以下であった。[image: image4.emf]平成19年度
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図2：亡くした家族の内訳
誰を亡くしたか(図2)：19年度は配偶者を亡くし

た人が4名と全体の半数弱(45％)であったが、20年度は子どもを亡くした人が9名(39％)、親を亡くした人が7名(30％)、配偶者を亡くした人が5名(22％)という構成であった。
表2：参加者の居住地
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※20年度の実数には19　年度の参加者も含まれる
参加者の居住地(表2)：西多摩保健所管内からの参加者は、19年度3名(33％)、20年度5名(22％)で、19年度、20年度とも半数以上が西多摩保健所管外からの参加者であった。また東京都以外からの参加者は19年度1名(11％)、20年度2名(9％)であった。
死別後どれくらいで会に参加しているか：19年度、20年度を通して、一番早い参加では死別後0.5ヶ月、一番長い時間を経ての参加は24年であった。平均すると死別後約5年4ヶ月で参加していた。
会への継続参加：19年度、20年度で、複数回の参加は11名、1回のみの参加者は15名であった。参加回数で一番多いのは5回(1名)であった。
３　「わかちあいの会」の評価と課題
　平成19年度、20年度と会を運営したなかで、以下のようなことが明確となってきた。

・参加者からの評価について
毎回、会の終了後に参加者にその日の感想を自由に記載してもらっている。その中では「来てよかった」「誰にも言えないことがここでなら言える」などの感想が聞かれている。このことから、遺族が安心して、大切な人を亡くした悲しみを表出できる場の提供ができていると考えている。今後も引き続き、遺族が安心して参加できる場を提供し、会を継続していくことが、遺族支援として有効であると考える。
・スタッフに必要な援助技術とフォロー体制

多くの自死遺族は、大切な家族を失った喪失感と、なぜ自死を止めることができなかったかという自責の思いを抱えている。また、遺された家族の間で不和が生じることもあり、遺族は二重三重の悲しみと苦しみを負っていることもある。この遺族の思いを受け止め、寄り添う援助技術の研鑽を、継続して積み上げていくことが必要である。
また、死に関わる問題は非常に繊細で重い問題である。話の内容はスタッフ個々の喪失体験と重なる場合もあり、精神的動揺が生じることも少なくない。スタッフへの危機管理の一環として、スタッフが会終了後も精神的影響を残さないよう、ミーティングの充実を図る必要がある。

・自主グループ化について

自死遺族が、大切な人を亡くした痛みから回復するための一つの手段として、仲間(ピア)同士で支えあえるグループの存在は大きい。それを踏まえて、「わかちあいの会」は自主グループ化を目指して運営を開始した。しかし、家族を亡くしてから10年以上経過しても、昨日のことのように当時の様子を語る遺族の話に耳を傾けるなかで、遺族が回復していくには、非常に長い時間が必要となることがわかってきた。また、回復の過程は個人により異なるため、会への参加のスパンは個人差が大きく、グループが固定していない。そのため、自主グループ化については、今後も慎重に検討を進めていくことが必要である。
・「わかちあいの会」の運営について
現在多摩地区では、西多摩保健所のみが「わかちあいの会」を開催している。ホームページ等で参加者の居住地を限定せず、参加を募っていることもあり、参加人数は確保されつつあるものの、参加者の半数以上が、西多摩管外からの参加となっている。こうした状況を踏まえ、この会の運営体制や広報等について、他の関係機関の協力を得ながら検討していく必要がある。
４　おわりに
　西多摩保健所「わかちあいの会」を運営するにあたり、ＮＰＯ法人自殺対策支援センターライフリンクに多大なご協力を頂いていることに、感謝申し上げます。
わかちあいの会の流れ


①受付アンケートにより、誰を亡くしたかでグループ分けをする（１グループ３～５名程度）。


②グループの中にファシリテーター１名、保健師１名が参加。


③スタッフ自己紹介とルール説明後、参加者が自己紹介。


誰をいつどのように亡くしたかを話してもらう。


④参加者自己紹介の中でファシリテーターが共通点を見出し、そこに焦点を当て会を進行。一人２０分程度。


⑤終了３０分前にはクールダウン（茶菓の用意）をし、外の世界に戻る気力をだしてもらう。
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